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はもはやならない。反 GIS の人々は GIS を批判し
ていると言うよりもむしろ，彼らの仕事の本質その
ものについて勘違いしている。 
GISはパターンに関連する記述や理解を強調する。
この目的が維持されているからこそ，様々なスケー
ルで広範な地理学的活動を維持することができるの
地理学における GIS危機への一考察 
 
47 
である。地理学的言及は，小縮尺の図（1000万分の
1）から大縮尺の図（5000分の 1，1250分の 1，500
分の 1，50分の 1），顕微鏡でしか見えない世界（1000
倍，1000万倍）にわたって異なるタイプの対象に摘
要できる。GISがその小さな一部分となるであろう
2000年代初頭のコンピュータシステムはデータ，情
報，知識，概念を結び付けることが可能となってい
るであろう。現在のGIS騒動はまだ第一段階である。
しかしこの段階でさえ有用な地理学的利益を提供し
ているようである。過去，現在，未来の地理学を統
合し，関連付けることが可能であるような全てを含
む暗示的な枠組みが現れてきている。人々が興奮す
るのも無理はない！ 多くの地理学者がこうした世
界に生きることができるのだ。GISは地理学の破片
を 1つにする手段を提供する。それは，形而上学の
性質（繰り返し試みられそしていつも失敗した）で
はなくて，生き生きとした，ダイナミックな，普遍
的な情報システムとしての共通の核心である。統合
された空間情報システムとして地理学をみることが，
シンプルで弱々しいがしかし現代の細分化された地
理学を統合することが可能な枠組みを提供する。そ
の中には，大きな苦痛無くしては適合しえないいく
つかの破片もあるだろうし，結果として本質的に利
益を得ることができない活動もある。そう，GISの
Gは真に Geographyを意味しているのである。地理
学者が誇りを持ち幸せであるべき所は，そこにある。
意見が合わないなら，文句を言えばいい。誰かが応
じるだろう。 
 
